
厨
究
の
柔

日

本
古
建
築
研
究
の
栞
　
（
第
三

工
學
博
士

回
）

天
　
　
沼

俊

】

　
前
號
第
一
五
四
頁
下
段
第
九
行
か
ら
第
一
一
行
へ
か
け

て
、
東
大
寺
三
月
堂
の
例
を
引
き
、
木
ロ
斗
は
奈
良
時
代

後
期
迄
用
ひ
ら
れ
た
ご
書
い
た
が
、
其
後
貞
和
三
年
の
建

築
ご
傳
ふ
る
京
郡
市
東
霞
寺
灘
堂
の
四
隅
に
於
い
て
見
出
∵

し
椀
、
趨
れ
で
前
説
は
全
く
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら

改
め
て
鎌
倉
末
輩
ざ
訂
正
を
し
て
お
く
。

　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊

　
斗
換
間
に
は
普
池
墓
股
・
束
・
ニ
ヅ
斗
等
を
、
結
組
の
場

合
に
は
組
物
一
具
を
お
く
が
、
次
に
墓
股
ご
束
ε
に
就
て

記
さ
う
。

　
　
　
第
五
巻
　
研
究
の
栞
　
玉
本
古
建
築
研
究
の
栞

　
　
　
第
六
慕
　
　
　
股

　
此
は
装
飾
ご
兼
ね
て
上
の
荷
重
の
一
部
を
支
持
す
る
爲

め
に
用
ゆ
る
物
で
、
其
輪
廓
は
常
に
曲
線
か
ら
成
っ
て
み

る
。
奈
良
時
代
に
於
い
て
は
虹
梁
上
、
李
安
以
降
は
虹
梁

上
並
に
斗
供
問
に
用
ひ
ら
れ
た
の
で
あ
る
○
鎌
倉
以
前
建

築
に
用
ひ
ら
れ
た
彫
刻
ε
い
っ
た
ら
先
づ
此
位
な
も
の
、

時
代
に
よ
り
大
分
楼
式
が
異
る
か
ら
順
序
を
π
て
、
研
究

し
て
見
る
。

　
飛
烏
時
代
で
は
法
隆
寺
中
門
や
金
堂
白
縄
の
勾
欄
腰
組

の
間
に
第
十
九
圖
θ
の
楼
な
物
が
あ
る
。
同
圖
の
◎
・
㊥
．

　
　
　
　
　
　
　
策
三
號
・
　
　
九
七
　
（
一
∴
九
一
）



＿＝＝
，　　」　　一

霧 薙 ÷工医壷
｝『

」一

峯じ
貴’一苧

@　鰹 ／＼

欝｝一

一

e法隆寺嘱望上層勾欄乞一斗

a
）
山
域
古
寸
胴
郡
醍
醐
村
報
恩
呪

　
籔
因
果
経
繕
（
翻
喧
施
調
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麟
ズ

（
日
）
報
歴
～
院
慰

　
（
遭
擦
鰭
酬

縷
羅

鮪
五
巻
　
研
究
の
栞
、

第
＋
九
二

a
ユ

胤

九
享
七
・
遵

幻
う

竈．｛

り臼
応 へ

＋
九
飾

～
一
，
し
こ
ε

巾
工
編
醍
醐
樋

果
経
塗
耀
肚

　
　
　
　
轟
、
↑
渦
幽

（
⑮
立
罪
山
曲

　　

?
藤
誉

　　

ﾐ
田
鰻

塁
灘

丁
場

冒
n
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一
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は
因
果
、
経
の
中
に
あ
る
絡
で
、
共
に
柱
間
頭
貫
上
に
θ
ご

同
じ
意
昧
の
も
の
が
あ
る
。
此
の
形
は
魏
の
拓
抜
氏
の
遺

跡
だ
ビ
い
ふ
支
那
山
西
省
雲
岡
の
石
佛
寺
の
斗
審
問
（
囎

繍
照
新
盤
痴
情
暁
）
、
及
び
後
節
の
後
孚
時
代
の
藝
術

を
示
す
も
の
で
あ
る
ご
い
ふ
同
河
南
省
龍
門
の
石
窟
寺
に

類
例
が
あ
る
（
㍊
。
㊧
錫
攣
。
，
⑳
ご
㊧
の
憲
は
同
じ
物

　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ス
ツ
カ
サ
ス
サ
テ

だ
が
㊧
の
下
は
丁
度
拠
首
束
・
劔
首
樟
の
様
で
あ
る
。
法
隆

寺
の
は
此
等
ビ
同
系
統
で
あ
ら
う
が
、
脚
が
曲
線
か
ら
出

來
て
る
る
感
け
が
此
等
よ
り
進
歩
し
て
み
る
。
此
は
棊
股

こ
も
い
へ
る
が
、
束
を
馬
子
に
割
っ
た
も
の
師
ち
「
割
束
」

ご
も
い
へ
る
、
そ
し
て
其
材
料
は
金
閣
共
絡
て
新
し
い

（多

ﾖ
へ
象
の
で
弘
り
ら
・
り
O
）
が
、
◎
自
涜
昆
べ
て
見
る
ご
よ

く
似
て
み
る
か
ら
、
當
初
の
様
式
を
踏
襲
し
た
の
で
あ
ら

う
ご
思
は
れ
る
。
　
即
ち
奈
良
時
代
以
降
盛
に
用
ひ
ら
れ
今

兄
も
爾
ほ
賞
用
さ
れ
つ
、
あ
る
墓
股
の
原
を
な
す
も
の
で

あ
る
。
併
し
此
が
飛
鳥
時
代
の
慕
股
だ
ビ
い
ふ
の
は
一
寸

考
へ
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
第
五
巷
　
　
研
究
の
梨
　
　
H
本
古
建
築
研
究
の
栞

　
奈
良
時
代
前
期
の
建
造
物
は
大
和
西
の
京
に
漁
師
寺
東

塔
が
一
揖
、
工
単
品
で
は
海
髪
王
寺
五
重
小
野
・
傳
元
興
寺

五
重
塔
模
型
（
極
樂
院
藏
。
極
書
院
に
奈
良
市
中
院
町
に
在
り
。
堪
今
奈
良
帝
蜜
憾
物
館
倒
陳
）
の
二
基
が
あ

る
弄
り
で
、
何
れ
に
も
墓
門
は
用
ひ
て
な
い
か
ら
此
時
代

の
形
は
よ
く
分
ら
な
い
。
同
後
期
に
な
る
ご
誰
が
見
て
も
苧

紛
れ
の
な
い
實
例
は
可
な
り
あ
る
。
第
二
十
一
圖
の
◎
か

ち
⑧
迄
は
皆
此
期
の
も
の
、
大
部
分
は
既
に
〔
文
機
集
成
〕

第
十
四
輯
に
登
載
し
て
あ
る
か
ら
、
成
る
べ
ぐ
未
だ
一
般

に
知
ら
れ
て
み
な
い
の
を
墨
げ
や
う
ご
思
っ
た
が
、
斯
・
機

な
古
い
時
代
の
に
な
る
ご
さ
う
無
暗
に
澤
山
な
い
か
ら
、

止
む
を
得
す
同
じ
も
の
に
な
っ
た
。
湿
て
此
中
で
＠
・
⑩

は
同
じ
種
類
、
◎
・
㊨
・
㊦
・
⑧
・
が
又
同
じ
種
類
で
あ
る
．
、

併
し
よ
く
薫
る
ど
皆
一
つ
も
の
か
ら
獲
化
し
た
ご
考
へ
ら

れ
る
、
其
原
に
な
る
の
は
何
れ
こ
し
て
も
い
、
楼
だ
が
、

｛
⑬
こ
す
る
の
が
｝
最
　
も
都
A
穏
が
い
、
、
こ
い
ふ
の
は
第
十
圖

の
θ
即
ち
飛
鳥
時
代
の
棚
束
i
擬
墓
股
・
原
始
的
墓
股

1
の
間
の
塞
隙
を
填
め
る
ご
⑬
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
九
九
　
（
三
九
三
）
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そ
こ
で
此

　
　
　
の
爾
肩
の

　
　
　
尖
り
を
圓

　
　
　
め
る
ご
＠

　
　
　
叉
は
◎
に

　
　
　
な
る
。
此

　
　
　
－
の
尖
り
を

　
　
　
も
つ
ご
懇

露
出
纐

　
＠

　
　
　
膨
ら
ま
せ

鷲
・
ξ
に

卿
ノ
し
意
匠
す

　
　
ハ

　
　
　
る
ご
◎
・

氏
・
∴
農
　
㊨
・
⑧
・
に



な
る
。
第
二
十
圖
（
第
十
九
闘
の
下
方
に
あ
ろ
）
は
か
、
る
想
定
の
下
に
描

い
て
見
た
の
で
あ
る
。
故
に
一
寸
見
は
大
に
異
る
や
う
だ

が
要
す
る
に
皆
同
種
で
、
其
差
違
は
僅
に
落
種
た
る
に
…
過

ぎ
な
い
の
で
あ
る
Q

　
上
縮
は
其
漸
面
で
見
る
ご
少
し
膨
ら
ん
で
み
る
。
帥
ち

　
　
　
ム
ク

僅
か
に
「
聾
」
が
あ
・
（
第
二
十
｝
圃
の
⑭
に
現
は
し
て
あ
る
）
、
其
上
墨
膿
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
タ
カ
ヘ
ル
て
タ

實
質
か
ら
轟
來
て
る
る
、
取
零
な
の
を
「
板
墓
股
」
こ
い

ふ
。
後
世
の
は
比
較
的
薄
い
か
ら
板
の
字
を
つ
け
る
が
相

當
だ
が
、
此
時
代
の
は
中
々
厚
く
ふ
高
さ
よ
り
奥
行
の
方

が
厚
い
位
の
が
あ
る
、
故
に
板
墓
股
の
名
は
都
合
が
悪
い

が
、
つ
ま
り
爾
’
方
の
垂
直
若
く
は
垂
直
に
近
き
面
が
㍉
　
一

軍
面
か
ら
出
來
て
る
る
ご
い
ぶ
意
気
に
解
課
し
て
お
け
ば

い
、
の
で
あ
る
Q
序
に
説
明
し
て
お
く
が
、
㊨
は
唐
招
提

寺
金
堂
内
陣
大
勢
梁
上
の
も
の
で
、
面
に
緑
青
（
？
）
で
圓
の

如
き
波
線
を
描
い
て
あ
る
、
大
分
測
落
し
て
み
た
し
、
地

色
も
何
で
あ
っ
た
か
記
憶
が
な
い
、
何
分
十
四
年
前
の
寓

生
だ
か
ら
多
少
間
違
っ
て
み
る
か
も
知
れ
な
い
、
少
し
く

　
　
　
第
五
巷
　
　
研
炎
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

、

無
責
任
の
様
だ
が
止
む
を
得
な
い
の
で
め
る
。
㊦
の
中
央

の
寳
珠
型
の
部
分
は
僅
に
盤
り
窪
め
て
あ
る
丈
け
で
あ

る
。
．
例
の
飛
鳥
時
代
の
割
下
ご
關
係
が
全
然
言
い
ご
言
ひ

切
る
｛
畢
は
出
　
來
な
い
や
う
に
も
考
へ
ら
れ
る
Q

　
以
上
で
兎
も
角
も
奈
良
時
代
後
期
の
慕
股
の
大
腱
の
意

味
は
了
解
出
來
る
ざ
云
ふ
。

　
李
安
時
代
に
な
る
ピ
前
期
の
遺
物
が
叉
一
つ
も
な
い
か

ら
、
直
に
後
期
に
移
る
が
實
は
さ
う
澤
山
の
例
が
手
元
に

な
い
。
㊨
は
法
隆
寺
西
院
鐘
楼
の
も
の
、
四
這
で
あ
る
が

鐘
楼
礎
石
の
若
干
は
火
に
か
、
つ
て
破
れ
て
居
り
、
建
物

の
下
に
は
一
面
に
焼
け
た
土
が
あ
り
、
其
中
に
焼
霜
の
破

片
も
相
當
に
交
っ
て
み
る
か
ら
、
想
像
で
あ
る
が
多
分
延
、

長
三
年
の
火
事
に
講
堂
ご
一
所
に
焼
け
た
の
で
あ
・
ら
う
。

講
堂
は
大
き
い
か
ら
再
建
も
さ
う
手
輕
に
は
運
ば
な
か
つ

π
が
、
鐘
櫻
は
小
さ
い
か
ら
火
災
後
暫
く
で
出
來
た
か
、
、

或
は
正
暦
に
講
堂
移
建
ご
前
後
し
て
建
て
た
の
か
も
知
れ

な
い
、
標
式
か
ら
観
て
も
略
ぼ
其
位
の
時
代
ご
す
る
の
が

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
一
〇
皿
　
（
三
九
五
）



　
　
　
第
五
巻
　
　
研
究
の
票
　
　
口
本
害
建
築
獅
究
の
業

一
番
穏
當
で
あ
る
、
で
其
墓
股
は
松
ご
檜
ご
あ
る
が
、
松

の
方
は
疑
問
だ
か
ら
や
め
て
、
圖
に
は
檜
の
方
の
　
つ
を

あ
げ
て
お
い
た
、
此
等
は
随
分
糧
略
な
造
も
方
だ
が
私
は

再
建
當
時
の
も
の
ご
思
っ
て
み
る
。
此
は
◎
三
⑤
・
⑧
・
等

の
反
轄
し
た
部
分
が
も
つ
ご
煙
き
込
ん
で
爾
方
に
眼
（
暇
斌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
バ
ラ

詔
響
騨
邸
）
が
出
來
か
け
、
下
向
の
茨
が
一
つ
増
し
た

も
の
で
、
敢
て
此
時
代
の
登
明
で
も
何
で
も
な
く
、
前
時

代
の
様
式
の
踏
襲
で
あ
る
が
形
は
蹴
り
よ
く
な
い
、
そ
し

て
厚
さ
は
上
端
も
下
端
も
同
じ
で
、
土
端
の
一
部
は
大
分

　
ム
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ノ
キ

に
逸
っ
て
み
る
が
「
錆
」
は
全
一
な
い
。
⑪
・
㊧
・
㊨
．
は
何

れ
も
鳳
鳳
堂
の
も
の
、
㊨
に
最
も
近
い
形
で
、
此
も
時
代

が
降
っ
た
か
ら
斯
様
に
獲
化
し
た
の
で
あ
る
。
⑪
の
爾
面
・

に
は
立
派
な
寳
相
花
唐
草
が
繧
綱
彩
色
で
か
い
て
あ
る
が

矢
張
板
墓
前
で
恰
好
は
甚
だ
よ
ろ
し
い
、
側
面
か
ら
見
る

呈
巾
ギ
護
り
警
（
赫
赫
赫
野
烏
尋
魏
廣
し

シ
ノ
ギ

鋳
は
僅
に
一
分
で
あ
る
。
㊧
は
翼
廊
縦
組
、
㊨
は
中
堂
ε

継
立
こ
の
七
つ
け
の
ε
こ
ろ
に
用
ひ
て
あ
る
も
の
で
何
れ

　
　
　
　
　
　
　
第
鷲
一
號
　
　
　
一
（
）
二
　
　
（
三
九
山
ハ
）

も
丹
塗
、
共
位
毅
に
よ
り
高
さ
ざ
形
ご
に
多
少
の
差
が
あ

り
合
計
五
種
騰
り
あ
る
が
、
何
れ
も
皆
此
型
で
あ
b
、
⑪
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ノ
ギ

比
べ
き
矢
分
に
小
さ
い
が
銘
は
反
て
多
い
（
四
分
位
の
鏑
の
が
あ
ろ
）
潔

　
奈
良
時
代
の
纂
股
に
錦
が
な
く
、
李
安
時
代
の
晦
れ
に

無
い
の
こ
有
る
の
こ
二
種
あ
る
、
省
ほ
「
錆
」
は
後
世
に
な
．

る
程
多
く
な
っ
て
行
く
の
だ
か
ら
、
軍
に
慕
股
に
錦
の
有

無
か
ら
考
へ
る
ご
、
法
隆
寺
西
院
鐘
櫨
…
は
鳳
鳳
堂
よ
り
古

い
事
に
な
る
。
鳳
嵐
堂
が
永
承
年
間
で
、
鐘
楼
が
正
暦
若

し
く
は
延
長
以
後
正
暦
以
前
ご
す
る
ご
、
爾
者
の
間
に
六

十
年
乃
至
百
二
十
年
の
差
が
あ
る
、
其
澗
に
墓
股
の
形
も

漸
次
洗
練
さ
れ
て
、
翠
純
素
朴
な
も
の
が
流
麗
優
美
に
な

っ
た
ご
す
れ
ば
差
支
が
な
一
、
鐘
楼
再
建
に
聴
す
る
想
像

も
↓
全
｛
然
無
稽
で
は
な
い
事
・
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
樹
ほ
此
の
時
代
に
は
、
㊧
・
㊨
・
㊥
・
㊤
・
の
や
う
に
内
部

を
劇
b
抜
、
い
た
の
が
霞
來
だ
し
た
。
纂
股
な
ん
て
卑
近
な

名
は
斯
様
な
形
か
ら
墨
た
の
だ
ら
う
。
㊥
・
④
は
た
や
内

を
劇
h
’
抜
い
た
走
り
で
な
く
、
一
命
町
鳶
に
簡
輩
な
彫
刻



が
入
れ
て
あ
る
が
、
形
か
ら
い
ふ
ご
此
三
種
で
は
㊨
が
一

番
よ
ろ
し
い
。
併
し
宇
治
上
紳
肚
本
殿
の
二
種
一
㊥
・
④

i
！
は
、
墓
股
の
洛
革
を
調
べ
る
上
に
於
い
て
は
重
要
な

瀬
棚
を
占
め
て
み
る
、
つ
ま
b
鎌
倉
室
町
へ
か
け
て
、
非

常
に
流
行
し
た
一
種
の
纂
股
の
先
騙
を
な
せ
る
も
の
で
あ

る
。
注
意
す
べ
き
は
實
は
全
艦
が
一
木
を
劇
り
抜
い
た
の

で
は
な
く
、
㊨
の
…
榛
に
二
つ
の
木
片
を
中
央
で
合
せ
、
輪

廓
内
側
の
曲
線
は
、
中
央
に
上
向
き
の
茨
一
つ
か
、
叉
は

左
右
に
一
つ
づ
、
下
向
き
の
が
あ
る
事
で
あ
る
。
・

鎌
倉
時
代
に
入
る
ご
建
物
も
澤
山
の
遺
物
が
あ
る
か
ら
、

從
て
墓
股
は
甚
だ
豊
富
で
種
々
雑
多
の
形
が
あ
る
。
第
二

十
二
圖
全
部
ε
第
二
十
三
圖
の
②
は
此
時
代
の
も
の
で
あ

る
。
先
づ
順
序
ε
し
て
板
の
方
か
ら
始
め
る
。

　
第
二
十
二
圖
の
㊧
か
ら
㊨
迄
に
於
い
て
、
⑳
ビ
第
二
十

一
圖
の
⑳
ご
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。
恐
ら
く
蓮
華
門
再
建

め
時
に
當
柳
の
論
式
に
援
っ
て
造
っ
た
か
ら
で
め
ら
う
。

㊧
・
㊨
・
⑥
・
⑤
は
前
時
代
の
系
統
（
圃
へ
曙
μ
筑
叩
ご
十
一
区
画
⑪
・
⑭
・
㊨
滲
照
）
こ
も

　
　
　
第
五
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
闘
本
古
建
築
研
究
の
栞

見
ら
れ
る
。
㊧
・
⑥
・
◎
等
は
⑳
・
◎
・
⑤
等
か
ら
來
た
こ
も

思
へ
る
⊃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
當
代
の
板
纂
修
に
は
大
禮
三
種
の
匪
別
が
出
來
た
。
共

一
は
巾
の
割
合
に
背
の
高
い
も
の
。
此
時
代
の
四
脚
門
の

本
柱
上
に
殆
ん
ざ
常
に
用
ひ
て
あ
る
。
例
へ
ば
東
輻
寺
月

華
塩
鯨
）
・
東
大
寺
法
華
堂
北
門
（
奈
良
）
．
新
藥
師
寺
南
門
及
び

東
門
（
鯨
Y
＋
聖
寿
南
門
（
膝
）
等
で
あ
る
．
．
其
二
は
背
の
極

め
て
低
き
も
の
。
例
へ
ば
第
二
十
二
圖
・
◎
・
㊧
・
◎
・
⑤
等

の
如
き
も
の
。
其
事
は
其
一
其
二
の
中
心
の
も
の
Q
例
へ

ば
馬
面
㊧
・
⑳
・
⑤
・
㊧
の
如
き
も
の
。
　
つ
ま
り
前
時
代
よ

り
こ
れ
丈
獲
達
し
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
到
り
抜
い
た
方
部
ち
⑤
1
（
⑫
を
見
る
ご
、
何
れ

も
第
二
十
一
圖
の
㊥
又
は
㊤
か
ら
來
た
ご
見
略
れ
る
が
、

輪
廓
が
二
枚
合
せ
の
上
に
、
内
部
の
彫
刻
が
㊥
の
は
遊
離

し
、
㊤
の
は
一
木
か
ら
出
來
て
る
る
の
み
な
ら
す
、
形
か

ら
見
て
も
さ
う
古
く
な
い
か
ら
、
此
等
は
此
時
代
に
修
繕

の
時
入
れ
元
の
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
㊦
の
爾
肩
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
策
三
號
　

一
Q
三
（
三
九
七
）
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四

k
t
九
LN

て
る
る
の
は

輪
廓
か
ら
の

く
り
出
し
だ

か
ら
此
は
古

ゼ
。
そ
こ
で

⑤
・
㊨
の
爾

肩
の
一
寸
し

た
彫
刻
を
此

の
系
統
ご
見

る
の
は
至
當

で
あ
る
。
内

部
彫
刻
蛮
蓬

の
順
序
は
②

以
下
の
圖
を

見
れ
ば
自
然

に
分
る
。
郎

ち
準
安
後
期



T
．

　，一■晶・醐r

鎌
倉
室
町
時
代
四
肢
六
寝

　
　
　
　
　
　
下
i
…
…
由
一
；

実
：
；
　
　
　
・
7
9
，
一
「
一

；，　X－zaX’

“；

　
嚢
却
鳶

㊧
畳
慰
謝
翼
革

鷲

＠

に
は
未
だ
簡
素
で
あ
っ
た
素
股
は
、
鎌
倉
に
な
っ
て
か
ら

一
時
に
長
足
の
進
歩
を
し
て
、
輪
廓
は
優
健
に
内
部
の
彫

　
　
第
五
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
慰
築
研
究
の
栞

等
，
一
．
7
，
、

靭
帯

咋
甲
・
ヤ
誕
　
一
｛
や
，
闘

、
蔓

　
　
竪 璽

、繍
身

腰

⑫
大
和
蛍
腹

懸
鐸
瞥

・
．
つ

漏
　
　
　
　
べ

　
婁
門

　
守
神
紅

㊨
近
江
憩

葦
．
一
k

刻
は
繊
麗
に
な
つ
だ
の
で
あ
る
。
斯
く
立
派
な
串
分
の
な

い
形
に
仕
上
げ
だ
が
、
或
る
場
合
に
は
薄
い
板
の
貼
り
つ

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
〇
玉
　
（
三
九
九
）



戸
〆
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
召
本
古
建
築
研
究
の
栞

け
に
な
っ
て
し
ま
ひ
、
何
等
襲
用
に
な
っ
て
み
な
い
も
の

が
幽
來
て
き
た
の
は
是
非
も
な
い
次
第
で
、
㊨
・
㊨
・
③
等

は
此
の
簿
い
方
の
例
で
あ
る
。
◎
の
如
ぎ
は
中
央
の
装
飾

的
彫
刻
が
繊
弱
に
失
し
、
鯛
る
れ
ば
直
に
破
損
せ
ん
こ
す

る
有
楼
…
で
あ
る
、
尤
も
こ
れ
は
聖
霊
院
内
陣
厨
子
正
面
に

あ
る
の
で
室
内
だ
か
ら
差
支
な
い
が
、
若
し
外
側
に
あ
っ

た
な
ら
到
底
今
日
迄
完
全
に
残
っ
て
み
な
か
っ
た
ら
う
。

第
二
十
三
圖
◎
は
非
常
に
込
み
入
つ
旋
の
で
、
牡
丹
に
鳳

蝶
の
意
匠
だ
が
、
牡
丹
の
韮
即
ち
骨
線
が
爾
肩
か
ら
斜
に

簿
謝
し
て
中
央
に
向
て
下
っ
て
み
る
、
此
は
第
二
十
二
圖

の
㊥
・
噛
・
⑰
・
㊨
・
◎
・
⑫
ご
同
じ
意
・
昧
で
、
た
W
測
線
に

葉
や
蕾
を
っ
け
、
中
央
瓢
箪
の
透
彫
の
あ
る
こ
こ
ろ
を
牡

丹
の
花
に
し
て
、
爾
肩
内
側
の
一
種
の
彫
刻
を
鳳
蝶
に
し

た
の
で
あ
る
。
此
種
の
で
藤
の
蔓
・
花
・
葉
を
自
由
に
扱
っ

た
の
や
、
蓮
花
蜜
草
で
う
ま
く
轟
來
た
の
や
、
桐
竹
鳳
嵐

等
の
精
巧
優
美
な
彫
刻
を
入
れ
た
の
も
あ
る
○

　
鎌
倉
時
代
か
ら
建
物
に
「
向
拝
」
を
つ
け
る
様
に
な
つ
陀

が
、
此
向
舞
虹
梁
上
の
墓
股
は
爾
面
か
ら
見
え
る
、
か
、

　
　
　
　
　
　
　
皆
ゆ
鷲
一
　
號
，
　
　
一
〇
山
ハ
　
（
四
〇
〇
）
　
　
　
繰

る
場
会
に
は
正
面
ご
後
面
ご
で
其
輪
生
内
側
の
面
の
取
b

や
う
を
違
へ
、
正
面
の
方
は
庸
戸
面
の
襟
な
町
曝
な
の
で

後
面
は
多
少
手
を
扱
い
て
切
面
に
し
た
の
も
あ
る
。

　
室
町
時
代
は
前
時
代
の
踏
襲
。
第
二
十
三
圖
㊨
・
⑥
・
③
・

⑩
・
⑭
、
第
二
十
四
圖
㊨
・
①
に
就
て
親
察
す
る
ご
、
板
蘇
…

股
の
内
智
恩
寺
多
寳
塔
初
重
南
側
に
あ
る
①
は
形
も
元
よ

り
よ
く
な
い
が
、
塔
は
明
答
岬
九
年
か
ら
同
十
年
（
窟
組
元
年
）
へ
か

げ
て
落
成
し
た
も
の
で
時
代
も
明
ら
か
で
あ
る
即
ち
斯
様

に
圓
盤
で
つ
い
た
機
な
除
計
な
事
を
し
て
反
て
ま
づ
く
し

た
の
が
此
時
代
か
ら
あ
る
事
が
分
る
Q
㊨
も
矢
張
最
も
低

い
方
の
例
。
外
に
前
時
代
ご
同
じ
く
、
背
の
高
い
の
ご
中

位
の
ご
二
種
あ
る
。

　
内
部
謹
選
式
で
は
第
二
十
三
圖
、
⑳
以
下
四
種
の
實
例
を

畢
げ
て
お
い
た
が
、
此
の
四
例
共
内
部
彫
刻
の
骨
線
は
猫

且
雨
肩
か
ら
出
て
中
央
で
合
し
て
み
る
の
が
著
し
い
事
實

　
　
　
　
　

で
あ
る
、
殊
に
⑤
の
如
き
は
左
に
聡
慧
を
飛
翔
さ
せ
π
爲

．
め
、
中
央
に
位
置
せ
し
む
べ
き
牡
丹
の
花
を
右
へ
よ
せ
た

從
て
骨
堂
の
年
歯
瓢
は
良
然
に
右
へ
よ
つ
兜
頗
る
露
・
揖
な



意
匠
を
し
て
み
る
り
此
は
室
町
時
代
初
期
の
も
の
で
あ
る

ざ
思
ふ
。
絵
談
で
あ
る
が
此
の
．
回
し
て
み
る
一
図
光
寺
多

賢
塔
の
纂
股
が
四
つ
亡
く
な
っ
た
の
㌘
肖
ハ
享
元
年
に
補
加

し
て
あ
る
が
、
江
戸
特
．
代
に
な
る
ご
い
く
ら
筑
ハ
了
し
て
も

到
底
同
じ
楼
に
は
出
摩
な
い
、
輪
廓
曲
線
や
彫
刻
の
意
味

が
全
然
違
ふ
か
ら
誰
人
で
も
槻
れ
ば
分
る
。
㊨
は
三
聞
麿

流
造
の
本
殿
難
葱
中
央
の
聞
の
も
の
、
中
心
に
大
き
く
花

押
（
明
笛
四
年
今
の
融
殿
落
成
二
宮
の
昨
の
棟
覗
の
表
面
、
大
熊
進
由
旭
ビ
あ
ろ
下
、
及
び
同
裏
壁
の
花
押
ご
同
一
の
も
の
し
）
を
つ
け

共
雨
方
へ
満
開
の
牡
丹
の
花
を
一
つ
づ
、
付
け
だ
が
、
其

輩
は
同
断
で
、
此
は
鯨
程
崩
れ
て
は
み
る
が
親
方
の
下
の

隅
を
見
る
ご
、
濁
れ
く
中
央
に
向
ひ
、
花
押
の
下
部
に

近
く
聾
ハ
外
側
で
十
島
の
方
向
に
憲
い
て
る
る
、
花
押
の
あ

る
爲
め
中
央
で
出
愈
は
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
、
此
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
チ
ノ
ナ

純
輝
の
装
飾
墓
股
で
、
輪
廓
曳
け
を
先
づ
矩
手
に
彫
り
、

内
部
の
彫
刻
は
溺
に
刻
ん
で
入
れ
籠
に
し
て
あ
る
。
⑧
は

建
鄭
薙
本
殿
（
華
魁
着
て
Y
焉
の
も
の
、
砦

殿
は
詑
録
に
撮
る
ビ

　
　
　
八
五
谷
　
　
研
究
の
栞
　
　
蹴
本
古
鑓
築
研
究
の
桀

　
：
：
：
・
氷
従
↓
明
年
十
二
月
一
掃
H
菱
脚
贈
物
せ
森
野
晒
濃
守
ミ
土
亀
恥
弘
醐
の
蹴
Ψ

　
あ
り
て
共
癸
に
回
り
殿
宇
禦
て
鳥
右
に
蹄
す
。
同
十
一
年
入
月
山
本
主
馬

　
介
義
霜
一
族
弊
の
牒
議
な
以
て
融
頭
冷
再
建
す
。
天
正
四
丙
子
十
月
ニ
ナ

　
日
…
復
々
二
二
の
災
に
瓶
ひ
焼
失
す
Q
簸
に
於
て
同
十
三
年
乙
酉
年
騨
聾
成

　
り
。
殉
年
九
月
十
三
日
驚
宮
の
式
な
霜
げ
し
ε
い
ふ
（
綴
南
郷
奥
第
」
七

　
八
頁
）
。

ご
あ
る
が
、
少
な
差
も
慕
股
全
部
（
輔
蟹
は
壁
式
か
ら

槻
る
ご
、
室
町
時
代
ご
す
る
が
聡
當
で
、
桃
山
迄
発
す
る

の
は
無
理
で
あ
る
、
此
は
圖
で
明
ら
か
な
贈
り
蔓
化
せ
る

樹
枝
に
臭
か
木
菟
か
い
ご
ま
っ
て
み
る
の
で
、
鳥
の
中
で

も
鳩
鵤
類
・
游
禽
顛
・
鶉
獣
類
等
は
可
な
り
斯
様
な
駈
へ
賞

用
さ
れ
る
が
、
梁
禽
類
を
つ
け
た
の
は
珍
ら
し
い
ご
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盲

樹
枝
の
手
法
が
第
二
十
二
圖
＠
）
・
③
i
⑫
等
ご
同
じ
で

あ
る
の
は
圃
圃
を
＝
兄
す
れ
ば
分
る
。
⑳
は
斎
串
愛
つ
た
形

で
、
意
匠
の
巧
拙
は
措
き
此
も
亦
同
じ
意
味
で
あ
る
。

　
此
時
代
に
も
牡
丹
に
鳳
蝶
の
彫
刻
を
施
し
た
の
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
　
チ
ミ

京
都
府
相
樂
郡
加
茂
村
大
宇
兎
並
の
村
就
御
難
紳
魅
本
殿

の
需
に
あ
る
、
尾
溢
市
塗
寺
多
賓
塔
の
譲
れ
（
弟
二
十
三
圃
㊤
）

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
｝
〇
七
　
（
四
〇
一
）



　
　
囁
　
第
五
谷
　
　
研
究
の
栞
　
　
疑
本
古
魏
築
研
究
の
葉

よ
り
少
し
く
儒
輩
で
、
拠
來
榮
も
少
し
く
劣
る
、

　
⑭
は
菓
の
葉
（
？
）
の
早
い
た
の
だ
の
延
び
た
の
だ
の
か

ら
出
撃
て
る
る
。
油
田
淋
魁
の
本
殿
も
楼
門
も
麿
傳
明
癒

四
年
の
落
成
で
、
本
殿
の
方
は
立
派
な
糠
札
も
寄
…
進
軋
も

あ
り
、
其
様
式
も
よ
く
其
厨
せ
る
時
代
を
現
は
し
て
み
る

か
ら
確
か
で
あ
る
が
、
櫻
門
の
方
は
今
の
所
別
に
謹
糠
も

な
い
し
、
様
式
か
ら
槻
る
ご
閉
磨
ご
は
思
は
れ
な
い
。
現
紳

職
が
實
並
在
書
中
に
門
は
本
殿
よ
り
⊥
ハ
十
年
後
に
建
て
ら

れ
元
ご
聞
い
て
居
た
ご
い
ふ
。
此
が
事
實
ビ
す
れ
ば
門
の

建
造
は
置
碁
二
十
三
年
で
室
町
末
ざ
な
る
、
實
は
元
亀
天

正
頃
蓬
下
げ
度
い
の
だ
が
、
さ
う
す
る
と
も
う
二
十
年
も

後
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
今
は
口
碑
に
從
ひ
六
・

十
年
説
を
採
り
室
町
末
期
こ
し
て
お
く
、
で
此
れ
も
葉
身

の
中
肋
（
麟
ち
三
線
）
の
工
合
は
、
；
上
の
⑩
（
悪
書
鞍
骨
蔽

斗
升
）
茎
一
里
で
あ
る
。
一
寸
見
て
非
常
に
愛
っ
て
み

る
や
う
で
も
、
仔
細
に
懸
る
ざ
左
程
濁
創
蘭
で
も
な
い
が

こ
れ
迄
に
自
由
に
こ
な
し
た
手
腕
は
凡
工
に
は
企
及
し
得

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
「
○
入
　
（
四
〇
二
）

な
い
ご
思
ふ
O
其
他
全
く
模
標
化
し
た
桐
。
牡
丹
・
椿
・
梅

等
や
、
第
二
十
三
岡
の
㊨
・
③
・
㊨
程
便
化
せ
ざ
る
第
二
十

二
圏
の
㊥
i
一
（
⑬
の
系
統
の
も
の
等
が
あ
っ
て
、
種
類
は

轟
々
多
く
な
っ
た
。

　
桃
山
時
代
で
は
建
築
の
標
式
が
一
寄
し
た
上
に
、
澤
山

の
彫
刻
を
癒
用
し
だ
し
た
の
で
、
殆
ん
ざ
総
て
の
塞
隙
は

全
部
彫
刻
で
填
め
て
あ
る
。
中
に
は
随
分
思
ひ
切
っ
た
や

う
方
で
不
穏
常
ご
思
は
れ
る
位
の
も
あ
る
。
夫
れ
で
磁
壁

も
矢
張
輪
廓
か
ら
喰
み
出
す
位
に
種
々
の
彫
刻
を
つ
け
て

あ
る
○
實
例
は
第
二
十
四
圖
㊧
・
◎
・
⑧
。
㊨
の
四
つ
を
翠

げ
て
概
た
。
㊨
は
伏
見
城
の
遺
構
こ
い
ふ
豊
國
淋
魅
麿
門

の
一
つ
で
、
中
央
に
大
き
く
桐
を
現
し
左
右
に
麿
草
を
配

し
π
も
の
、
其
桐
及
び
唐
草
に
注
意
す
る
ご
糠
て
認
る
所

は
翼
然
に
分
る
が
、
輪
廓
に
飾
金
具
を
打
つ
た
b
桐
を
大

き
く
し
た
り
、
上
手
に
換
骨
奪
胎
し
て
あ
る
か
ら
一
寸
分

ら
な
い
。
◎
は
慶
長
八
年
の
建
築
た
る
河
内
楠
葉
村
船
橋

ニ
ノ
宮
柚
赴
本
殿
の
も
の
、
内
部
彫
刻
は
是
叉
同
意
味
で



，
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第
五
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

第
三
號
　
　
一
〇
九 　

　
あ
る
。
⑧
は
土
佐

　
　
の
五
壷
山
に
あ
る

　
　
有
名
な
竹
林
寺
本

　
　
堂
の
妻
に
あ
る
も

　
　
の
、
中
央
の
三
ヅ

　
　
粕
は
山
内
家
の
紋

　
　
だ
さ
う
で
、
輪
…
廓

　
　
の
形
は
大
分
畷
落

　
　
し
て
み
る
が
、
意
、

　
　
匠
は
同
委
で
李
凡

　
　
＠
は
同
本
堂
向
拝
、

　
　
の
向
て
右
端
に
あ

　
　
る
も
の
、
内
部
に
　
・

、
鞠
　
は
正
面
に
唐
獅
子

．
…
裏
は
牡
丹
の
透
彫

　
…
．
圖
の
獅
子
の
後
ろ

ル
鶴
　
に
縦
線
の
引
い
て

　
　
（
四
〇
三
）



　
　
　
第
滋
巻
　
　
研
究
の
搬
　
　
“
本
古
建
築
研
究
の
葉

あ
る
部
分
は
裏
颪
の
牡
丹
の
裏
が
見
え
て
み
る
の
で
あ

る
。
邸
ち
爾
面
導
燈
で
下
め
時
代
に
は
可
な
り
流
行
し
π

の
で
實
例
は
澤
山
あ
る
。
獅
子
で
も
江
戸
時
代
の
中
葉
以

降
の
は
ま
つ
い
が
、
此
時
代
の
は
勢
ひ
が
あ
っ
て
中
々
よ

ろ
し
い
。
京
都
市
妙
法
院
庫
挫
や
宇
治
鳳
鳳
堂
裏
の
天
台

宗
最
勝
院
の
玄
騰
の
に
は
二
疋
の
麿
獅
子
を
一
つ
の
内
に

い
れ
た
の
が
あ
る
。
大
軍
寺
西
門
∵
北
野
榊
魁
・
本
殿
等
京

都
に
は
研
究
資
料
が
澤
山
に
あ
る
。

　
江
戸
時
代
の
は
伺
圓
④
が
ら
㊥
迄
の
六
例
で
大
磯
了
解

出
　
古
る
ざ
恵
ふ
。
㊥
｝
は
近
江
阪
本
延
暦
寺
大
講
堂
の
初
重

各
隅
の
聞
に
一
つ
づ
、
合
計
入
つ
あ
る
内
の
一
つ
、
飛
部

を
按
ず
に
⑨
の
様
に
少
し
ほ
り
し
づ
め
て
あ
る
。
近
江
伊

　
　
ス
イ
ノ
　
　
　
　
ス
イ
ノ

悉
郡
杉
野
村
杉
野
の
描
山
軸
就
本
殿
は
三
息
継
流
造
の
簡
・

翠
な
山
閤
僻
阪
の
地
に
あ
る
一
村
魅
に
過
ぎ
な
い
か
、
其

纂
股
の
中
に
⑳
に
示
し
た
楼
な
の
が
二
つ
あ
る
。
此
建
物

け
慶
蜜
五
年
の
建
築
で
あ
る
が
○
恐
ら
く
遷
れ
迄
存
在
し

た
赴
殿
が
朽
贋
其
極
に
蓮
し
た
の
で
、
此
時
に
前
様
式
を

　
　
　
　
　
　
、
錦
三
號
　
　
一
一
〇
　
（
凶
〇
四
）

模
し
て
造
螢
し
た
の
で
あ
ら
う
。
理
由
ば
⑳
が
江
月
時
代

初
期
の
直
立
を
充
分
に
嚢
揮
し
て
み
な
が
ら
、
鎌
倉
か
ら

室
町
へ
か
け
て
の
悌
が
あ
る
、
此
黙
に
於
い
て
此
建
物
は

重
要
な
も
の
で
あ
る
。
⑳
・
㊧
は
明
暦
三
年
の
建
築
た
る

土
佐
國
土
佐
郡
朝
倉
村
の
式
内
朝
倉
榊
魅
本
殿
の
も
の
、

⑳
の
脚
の
末
端
は
随
分
手
が
込
み
過
ぎ
て
、
徒
に
混
観
錯

綜
し
て
み
て
明
瞭
で
な
い
、
斯
平
な
の
は
除
り
い
、
意
匠

ざ
は
言
へ
な
い
。
⑭
は
菊
の
花
だ
が
、
花
欝
が
多
渦
…
ぎ
從

て
小
さ
過
ぎ
、
近
く
へ
よ
ら
な
け
れ
ば
よ
く
見
え
な
い
の

は
我
慢
す
る
ざ
し
て
、
夫
れ
か
ら
出
て
み
る
唐
草
は
少

々
要
領
を
得
な
い
。
⑳
は
高
知
市
公
園
の
熊
野
紳
就
の

海
老
虹
梁
の
上
に
あ
る
も
の
、
だ
か
ら
下
端
が
斜
亜
で

旦
っ
曲
線
で
あ
る
、
共
面
の
彫
刻
も
徹
り
類
例
が
な
い

此
紳
赴
は
木
鼻
の
彫
刻
等
細
部
が
大
に
鍵
っ
て
み
る
か

ら
、
斯
機
な
の
も
存
在
す
る
ご
い
ふ
例
に
出
し
た
の
で
あ

る
。
⑳
は
京
都
市
東
寺
の
大
師
堂
前
獄
香
所
の
虹
梁
上
の

で
纂
股
ざ
上
の
實
肘
木
ご
を
つ
け
て
間
の
斗
を
省
略
し
把



も
の
、
一
眠
一
面
の
小
さ
な
つ
・
ま
ら
な
い
建
物
の
だ
か
ら
、

態
々
例
に
暴
げ
る
程
で
も
な
い
が
、
手
近
に
あ
っ
た
の
で

圖
示
し
た
の
で
あ
る
。
斯
種
の
融
合
式
量
股
は
延
暦
寺
大

講
堂
鐘
真
葛
釜
初
）
に
忌
甚
だ
し
い
の
が
あ
る
し
、

其
他
新
し
い
建
物
に
は
幾
つ
も
あ
る
。
最
も
ま
つ
い
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ク
リ
ハ
フ

近
頃
の
所
謂
紳
士
邸
宅
の
起
破
風
の
玄
關
に
は
、
右
の
鐘

璽
の
墓
股
の
も
つ
ご
堕
落
し
た
不
得
要
領
な
の
が
殆
ん
ざ

定
ま
っ
て
用
ひ
ら
れ
て
る
る
。

　
以
上
記
し
た
の
を
愚
輩
に
か
く
ご
、
飛
鳥
の
罰
耳
蝉
の

は
別
ご
し
て
、
奈
良
で
は
背
の
劉
に
厚
い
の
で
あ
っ
た
。

雁
安
に
な
る
ご
大
分
背
が
高
く
な
う
、
同
時
に
内
部
を
劇

り
扱
く
事
を
始
め
た
の
で
二
種
の
様
式
が
出
來
π
。
そ
し

て
平
目
に
於
て
も
二
糠
共
用
ひ
ら
れ
て
る
る
Q
板
の
方
は

工
面
が
奈
良
で
垂
薩
だ
つ
た
の
が
、
準
安
で
は
上
巾
が

下
由
よ
り
荻
い
の
も
萬
來
た
、
夫
れ
が
鎌
倉
に
な
る
ご
背

が
高
い
の
ビ
中
位
の
ご
大
要
低
い
の
ε
三
種
出
　
來
、
全

朧
同
じ
厚
さ
の
こ
、
下
巾
が
反
鋤
に
上
布
よ
り
狼
く
な

　
　
　
戸
戸
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
臼
本
欄
建
築
研
究
の
栞

つ
た
の
こ
あ
る
。
鋳
は
李
安
以
降
あ
る
。
板
の
方
は
鎌
倉

の
が
最
も
形
は
よ
く
、
軍
安
・
室
町
此
に
亜
ぎ
、
江
β
末
期

に
な
る
ご
形
は
一
つ
れ
輪
廓
等
は
腫
れ
上
り
、
毎
も
鋼
板

ご
つ
け
て
あ
る
が
、
實
一
際
ま
つ
い
雲
板
に
τ
寸
脚
を
つ
け

た
楼
な
形
を
し
た
の
が
あ
る
、
東
寺
の
食
堂
の
等
は
覚
二

例
で
あ
る
。
次
に
内
部
世
運
彫
刻
入
の
は
鎌
倉
時
代
に
始

る
が
、
こ
の
時
代
の
が
二
誉
い
＼
ご
思
ふ
。
有
名
な
の
は

日
光
の
眠
り
猫
、
時
代
が
新
し
く
な
る
ご
牡
丹
に
唐
獅
子
・

竹
に
虎
・
十
二
支
・
花
鳥
等
号
も
賞
用
さ
れ
た
。
明
治
時
代

奮
派
の
代
表
建
築
た
る
束
本
願
寺
尊
師
堂
の
は
蝦
娯
仙
人

黄
初
卯
等
を
入
れ
π
非
常
に
手
聞
ご
金
ご
を
か
け
た
の
が

あ
る
。
．

　
墓
股
が
上
の
荷
重
の
一
・
部
を
支
持
す
る
こ
い
ふ
本
來
の

意
義
を
失
ひ
申
し
た
の
は
鎌
倉
か
ら
で
あ
る
が
、
難
し
い

の
に
な
る
ご
浪
に
水
玉
や
雲
の
か
た
ま
り
等
を
、
板
か
ら

一
定
の
薄
肉
に
彫
り
忠
し
た
の
だ
の
、
或
は
全
く
輪
廓
を

省
い
て
、
、
岩
に
獅
子
・
牡
丹
に
鳳
鳳
・
三
蓋
松
に
雲
。
水
に

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
｝
一
　
（
四
〇
灘
）
．



　
　
　
　
第
五
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

龍
等
、
業
繋
許
り
の
至
極
劣
等
の
彫
刻
を
つ
け
た
の
も
あ

る
（
尤
も
土
佐
紳
奥
鞠
騨
佐
）
に
は
適
適
り
の
も
あ
る
が

此
ε
は
劉
底
比
較
に
な
ら
な
い
）
。
斯
様
な
有
標
で
は
何
の

爲
め
に
す
る
の
か
分
ら
な
い
、
無
論
装
飾
の
つ
も
り
で
あ

ら
う
が
決
し
て
飾
り
に
は
な
ら
な
い
、
つ
ぶ
れ
さ
う
で
い

や
な
転
じ
が
す
る
許
り
で
あ
る
。
（
大
正
九
年
五
月
ニ
ナ
日
三
囲
）

訂
正
」
正
誤

　
第
五
巷
第
一
號
第
八
十
　
頁
、
上
段
第
一
行
か
ら
下
段
第
十
二
行
迄
、
大

徳
寺
三
門
に
關
す
ろ
認
事
に
全
署
刎
除
す
る
。
理
由
ほ
門
真
か
ら
は
大
永

山ハ

N
に
「
心
示
長
．
か
再
臨
姫
の
爲
め
柱
位
な
識
思
つ
で
・
お
き
、
甘
…
ハ
ま
｝
に
な
っ
て
ゐ
…

乳
の
な
、
天
正
十
七
年
に
利
休
が
全
部
あ
亡
な
造
つ
索
ε
解
鄙
が
出
曲
る

三
物
か
ら
は
其
後
陶
よ
く
研
究
し
て
見
六
定
こ
ろ
細
部
に
於
い
て
天
正
ら

し
い
ミ
こ
ろ
が
粗
當
に
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
〇
六
穿
私
に
今
で
も
疑
問
な
の

は
、
上
層
内
部
に
朦
朧
な
が
ら
残
っ
て
み
る
吉
い
絡
で
あ
ろ
。
其
他
に
も

翰
に
疑
に
し
い
ぜ
こ
ろ
が
あ
ろ
Q
斯
様
な
有
様
で
あ
ろ
か
ら
、
反
っ
て
あ

の
様
な
事
ば
私
の
考
が
確
か
り
定
ま
る
迄
、
見
合
ぜ
田
方
が
い
、
ミ
思
ふ

か
ら
削
る
の
で
あ
る
。

第

巷正
弟　　・

霧誤

義表

蕃
峯
雪・

氣
の

付
すご

黒占

丈
け

表
｛こ

し
・〈

策
三
號

日
　
一
二
　
　
（
四
〇
六
）

お
く
、
ま
だ
見
落
し
も
め
ろ
だ
ら
う
が
、
兄
つ
け
次
第
巌
々
詑
す
黙
に
す
る

巻
の
三

五
ノ
一

五
ノ
ニ

頁
・
段
．
行
一

談

七
入
・
上
・
四

七
九
・
下
・
一
五

八
0
．
上
．
＝

一
四
五
・
上
・
七

一
四
五
・
下
・
　
六

一
四
六
・
下
・
　
三

一
五
一
・
上
．
一
四

｝
五
丁
下
二
〇

一
五
丁
下
。
コ
ニ

ー
五
四
・
下
・
　
二

一
蓋
エ
ハ
・
上
・
　
二

　
　
　
お
　
り

小
さ
い
薄
い
本

立
ハ
噂
々
な
用
ひ
て

　
　
　
　
む
　
り

深
さ
　
問
の
外
檸

1
一
5
の
の
長
さ

　
　
　
　

此
は
斗
線
の
曲
腺

三
門
上
下
麿

ゆ

遇
ま
大
さ
が

　
　
　
り

四
方
の
斗

　
　
　
　
り

木
割
な
．
霊
、

　
　
　
　
　
o
　
。
．

深
い
軒
た
覧
た

　
　
ゆ
　
り
　
り
　
り

鼻
へ
一
つ
斗
た

正

　
　
　
む
　
む

小
さ
い
二
耕
本

　
　
　
　

其
時
々
の
た
用
ひ
て

　
　
　
　
　
　
む

深
さ
一
問
の
瀦
堂

三
5
の
長
さ

　
　
　
む

庇
に
斗
繰
の
曲
線

三
門
下
暦

む
偶
ま
大
さ
が

　
　
　
む

凶
方
の
擁

　
　
　
　
　

平
担
法
な
ご
で

　
　
　
　
む

深
い
軒
な
樂
に

　
　
む
　
む
　
む
　
む

郭
へ
斗
為
一
つ

彙

●

報

　
　
⑭
帝
國
學
士
院
授
賞
式

　
帝
朗
學
士
院
に
て
ほ
去
五
月
三
十
日
東
京
美
術
鼠
舞
講
堂
に
於
て
恩
賜
賞

去
歳
學
士
院
賞
、
及
び
桂
公
醇
記
念
賞
の
授
賞
式
な
行
ひ
誘
う
が
耽
ハ
中
第
一


